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北海道の森林を育てるために北海道産の間伐材を利用した紙を使用しています

地球を守る木　みんなの財産国有林地球を守る木　みんなの財産国有林

平成20年
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北海道森林管理局北海道森林管理局

初冬の大雪連峰を望む（東神楽町）
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豊
か
な
森
林
を
次
世
代
へ

　

十
月
二
十
五
日
（
土
）、
北
海
道
庁
赤
レ

ン
ガ
庁
舎
の
前
庭
で
、「
道
民
森
づ
く
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
集
い
２
０
０
８
」を
北
海
道
、

北
海
道
森
林
管
理
局
の
共
催
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
北
海
道
の
豊
か
な
森
林
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
独
自
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
道
民
や
森
林
所
有
者
、
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
が
集
い
、
森
林
に
関
す
る
様
々

な
情
報
の
発
信
や
意
見
交
換
等
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、新
た
な
森
づ
く
り
に
向
け
て
考
え
、

行
動
す
る
た
め
の
道
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化
・
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
た
も

の
で
す
。

　

当
日
は
、
森
を
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が

い
っ
ぱ
い
の
「
森
の
テ
ン
ト
村
」、
森
づ
く

り
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
団
体
が
意
見
を
交

換
す
る
「
森
の
車
座
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

森
の
車
座
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

「
協
働
の
カ
・
タ
・
チ
」
を
テ
ー
マ
に
、

森
を
楽
し
み
、
育
み
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
に
手
を
結
ん
で
行
く
こ
と
の
大
切
さ
を

共
有
し
、
そ
の
道
筋
を
み
ん
な
で
つ
く
り
あ

げ
て
い
く
参
加
型
の
発
表
＆
フ
リ
ー
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
会
場
は
み
な
さ
ん
の

森
づ
く
り
へ
の
熱
い
思
い
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　

森
の
テ
ン
ト
村

　

森
づ
く
り
や
森
と
の
ふ
れ
あ
い

活
動
な
ど
の
発
表
や
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
「
森
の
テ

ン
ト
村
」
で
は
、
市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
企

業
な
ど
の
森
づ
く
り
活
動
発
表
コ
ー
ナ
ー

や
、
森
の
恵
み
で
作
る
ク
ラ
フ
ト
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
森
林
管
理
局
か
ら
は
、石
狩
地
域
、

常
呂
川
、
釧
路
湿
原
、
駒
ヶ
岳
・
大
沼
の
各

森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
知
床

森
林
セ
ン
タ
ー
が
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

参
加
し
、
森
林
の
再
生
や
世
界
自
然
遺
産
知

床
で
の
日
頃
の
活
動
等
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

各
団
体
の
つ
な
が
り
深
ま
る

　

こ
の
ほ
か
、
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
（
木
の
ぼ
り

体
験
）
や
丸
太
切
り
体
験
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト

ー
ブ
の
展
示
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
き
の
こ

汁
の
試
食
な
ど
様
々
な
催
し
が
用
意
さ
れ
、

暖
か
な
日
差
し
の
中
、
数
多
く
の
み
な
さ
ん

に
森
林
に
関
わ
る
諸
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
各
団
体
間
の
つ
な
が
り
を
深

め
た
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
指
導
普
及
課
）

①

② ③
④

①
森
づ
く
り
へ
の
熱
い
思
い
が
語

ら
れ
た
「
森
の
車
座
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
」　

②
・
③
北
海
道
森
林

管
理
局
の
ポ
ス
タ
ー
展
示　

④
昨

年
の
全
国
植
樹
祭
の
マ
ス
コ
ッ
ト

芽
森
（
め
も
り
ー
）
ち
ゃ
ん
も
愛

嬌
を
振
り
ま
き
ま
し
た

北海道の豊かな森林を次世代へ引き継ぐために北海道の豊かな森林を次世代へ引き継ぐために

道民森づくりネットワークの集い2008道民森づくりネットワークの集い2008道民森づくりネットワークの集い2008道民森づくりネットワークの集い2008
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十
月
十
七
日
（
金
）、
森
林

技
術
セ
ン
タ
ー
（
士
別
市
）
で

は
、
森
林
関
係
の
研
究
機
関
及

び
行
政
機
関
と
の
連
携
の
強
化

を
図
る
た
め
に
、
士
別
市
上
士

別
の
国
有
林
に
お
い
て
、
関
係

者
を
対
象
と
し
た
森
林
施
業
の

試
験
地
視
察
と
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た
。　

当
日
は
各

機
関
か
ら

十
七
名
の
参

加
が
あ
り
、

当
セ
ン
タ
ー

の
技
術
開
発

課
題
の
中
か

ら
「
異
な
る

地
表
処
理
に
よ
る
流
出
土
砂
量

試
験
地
」
と
「
高
寒
風
衝
地
に

お
け
る
天
然
補
助
技
術
開
発
試

験
地
」
の
現
地
説
明
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

現
地
で
は
参
加
し
た
北
海
道

大
学
、
天
塩
川
流
域
森
づ
く
り

の
集
い
メ
ン
バ
ー
（
下
川
町
・

上
川
北
部
森
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
）
及
び
上
川
北
部
森
林
管
理

署
・
空
知
森
林
管
理
署
北
空
知

支
署
に
よ
る
意
見
交
換
を
行

い
、
そ
の
中
で
は
、
大
学
で
実

施
し
て
い
る
雨
量
観
察
の
方
法

や
寒
風
害
・
雪
腐
病
の
対
策
な

ど
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
か
ら

得
ら
れ
た
情
報
・
知

見
を
今
後
の
技
術
開

発
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
藤
岡　

副
所
長
）

　

十
一
月
十
八
日

（
火
）、
北
海
道
森

林
管
理
局
の
「
販
売

担
当
者
会
議
」
に
お

い
て
、
木
材
流
通
業

を
営
む
ノ
ー
ス
・
フ

ォ
レ
ス
ト
（
有
）
代

表
取
締
役　

齋
藤
忠

満
氏
を
講
師
に
お
招

き
し
、「
最
近
の
木

材
製
品
の
流
通
状

況
」
と
題
し
た
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
昨
今
の
輸

入
木
材
の
動
向
・
国

産
木
材
、
と
り
わ
け

道
産
木
材
の
動
向
の

変
動
に
鑑
み
て
、
職

員
の
知
見
を
広
め
る
た
め
に
開

催
し
た
も
の
で
す
。

　

齋
藤
氏
は
道
内
の
木
材
取
引

の
実
態
を
、
国
内
外
の
木
材
業

界
の
状
況
や
一
般
経
済
を
交
え

て
展
開
し
、
国
有
林
の
木
材
販

売
へ
の
貴
重
な
ご
意
見
も
い
た

だ
く
な
ど
、
森
林
管
理
局
職
員

に
と
っ
て
大
変
有
意
義
な
講
演

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
販
売
第
一
課
）

①高寒風衝地における
天然更新補助技術開発
の試験地
②異なる地表処理方法
による流出土砂量を測
定する試験地

①

②

森林行政と研究機関の連携強化森林行政と研究機関の連携強化
技術開発試験地で
意見交換

森林技術センター

業界視点
学
ぶ

を
木材業界人による

講演を実施

北海道森林管理局　販売担当者会議
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北の森21運動の会北の森21運動の会北の森21運動の会

2008年の活動を振りかえる2008年の活動を振りかえる2008年の活動を振りかえる

「北の森21運動」は、北海道の森を「守り・つくり・ 活かす」を合言葉に、市民参加の森づくりの
輪を広げ、 また次代を担う子どもたちに森での活動を呼びかける、森と人をつなぐ身近な運動です。

　　　野幌森林再生
　　　市民参加の森づくり　下刈り作業
　　　６／14　江別市野幌国有林（65名）
　４年目となった「ローソン緑の募金によ
る森づくり」は、有用天然稚樹を保全しつ
つ、下刈り作業を進めています。また、７
月には今年２回目の下刈り、８月には外来
樹ニセアカシアの除去を行いました。

→外来樹ニセアカシアはこ
の森の将来にふさわしくな
いため除去しています

←子どもたちも鎌を持って
一生懸命下刈り作業

　　　親子参加の森づくり
　　　10周年記念活動
　　　10／12　札幌市簾舞国有林（153名）
　10年目となった「すくすく緑の募金に
よる森づくり」（ツルハ・P＆G）では、風
害跡地の復旧植樹を行っています。当日は
ゲストの清水國明さんのトークとチェンソ
ーカービング、子どもたちとのウッドクラ
フトなども楽しみました。

→親子で一生懸命に
森林づくり

←清水國明さんによる豪快
なチェンソーカービング

　　　エネオスの森　下刈り作業
　　　７／21　千歳市蘭越国有林（54名）
　　　　平成17年に社員・家族ボランテ
ィアが自ら植えたトドマツ・ヤチダモなど
の下刈りを行い、植えた木々の成長を楽し
みながら爽やかな汗を流しました。

台風18号被害復旧の
森づくり

台風18号被害復旧の
森づくり

３年がかりの植樹
も昨年で終了し、今年

からは下刈り作業が本格化

３年がかりの植樹
も昨年で終了し、今年

からは下刈り作業が本格化

森づくりには
保育が
大切です！

森づくりには
保育が
大切です！

　　　キリンビール千歳水源の森（法人の森）
　　　枝打ち・除伐作業
　　　７／19　千歳市鳥

うさくまい

柵舞国有林（176名）
　キリンビール100周年記念で設定した法人の
森で、社員・家族ボランティアと地元の子ども
たちが、S59植栽のアカエゾマツの除伐作業を
行いました。明るくなった森に達成感！
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　　　森林総合学習
　　　in 簾舞の森
　　　10／10　札幌市簾舞国有林

（77名）
　札幌市立簾舞小学校５年生が
開校110周年の記念植樹、除伐
体験、森林観察ウォーキングな
どの森林学習を実践しました。

次代を担う
子どもたちを
もっと森へ

次代を担う
子どもたちを
もっと森へ

↑大人気ポストマンズ
ウォーク↑森の泉に歓声

　　　MOTTAINAIキッズ
　　　植林プロジェクト
　　　簾舞の森
８／２　札幌市簾舞国有林

（50名）
　札幌市西区子ども会のみ
なさんが、風害跡地の復旧
植樹や除伐、森林ウォーク、
ポストマンズウォークなど
で森の１日を楽しみまし
た。

　　　刈払い機研修 　　　チェンソー研修

７／25　幕別町元忠
類私有林にて

８／23　稚内市／地球温
暖化防止・北のてっぺん
緑化プロジェクト実行委
員会のみなさん

９／９　恵庭市恵庭国
有林／コープさっぽ
ろ・みどり植樹グル
ープのみなさん

10/17　函館市尾札部私
有林／21世紀道南の森
づくり実行委員会ほか3
団体のみなさん

森林保育
ボランティア
研修会

森林保育
ボランティア
研修会

　

今
年
の
森
づ
く
り
活
動
は
、
昨
年

の
全
国
植
樹
祭
に
続
き
、
北
海
道
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
が
あ
り
、
追

い
風
を
意
識
し
て
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
の
三
カ
年
で
復
旧
植
樹

を
終
え
た
野
幌
国
有
林
（
台
風
被
災

地
）
の
下
草
刈
り
は
、
植
樹
木
は
も

ち
ろ
ん
、
天
然
更
新
稚
樹
の
成
長
も

楽
し
み
に
二
回
目
刈
り
ま
で
実
施
。

　

平
成
十
一
年
に
始
ま
っ
た
親
子
参

加
の
植
樹
は
、
今
年
で
十
周
年
を
迎

え
、
支
援
者
の
（
株
）
ツ
ル
ハ
の
店

頭
公
募
に
よ
る
多
数
の
参
加
者
の
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
植
樹
と
特
別
ゲ
ス

ト
清
水
國
明
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
参
加
に
よ
る
下
刈
・
除
伐
な
ど
の

保
育
作
業
、
札
幌
市
西
区
子
ど
も
会

に
よ
る
キ
ッ
ズ
植
林
や
、
簾
舞
小
学

校
の
総
合
学
習
に
よ
る
森
の
活
動
、

機
械
を
使
っ
た
保
育
作
業
を
安
全
に

行
う
た
め
の
刈
払
機
・
チ
ェ
ン
ソ
ー

研
修
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
一
年
の
本
会
の
活
動
に
、
ご

支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ま
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。　

　

北
の
森
21
運
動
の
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

角
館　

盛
雄

北の森21運動の会事務局
〒060－0004　札幌市中央区北４条西５丁目
北海道林業会館内　電話＆FAX011－242－8321

構成団体：北海道、北海道森林管理局、北海道林業協会、北海道木材産業協同組合連合会、北海道森林組合連合会、北海道森と
緑の会、北海道森林整備公社、北海道林業土木連合協議会、日本森林技術協会、日本森林林業振興会など関係67団体機関
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え
り
も
の
森
を
も
っ
と
元
気
に

　

十
一
月
六
日
（
木
）、
え
り

も
町
の
え
り
も
岬
国
有
林
に
お

い
て
、
え
り
も
岬
の
緑
を
守
る

会
主
催
に
よ
る
育
樹
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
初
は
十
月
二
十
四
日
に
予

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
黄
金

道
路
（
国
道
）
が
通
行
止
め
に

な
る
程
の
荒
天
の
た
め
延
期
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ク
ロ
マ
ツ
人
工
林

の
枝
打
ち
作
業
を
、
緑
を
守
る

会
、
え
り
も
町
役
場
、
同
町
議

会
、
え
り
も
漁
協
、
ひ
だ
か
南

森
林
組
合
、
日
高
支
庁
、
日
高

森
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係

団
体
か
ら
の
参
加
者
七
十
名
で

行
い
ま
し
た
。

精
進
の
良
さ
で
雨
が
上
が
る

　

こ
の
日
の
え
り
も
は
、
朝
か

ら
強
い
雨
が
降
っ
て
お
り
、
道

路
に
水
溜
ま
り
が
で
き
る
ほ
ど

で
し
た
が
、
作
業
を
始
め
る
頃

に
は
雨
も
上
が
り
、
こ
の
季
節

で
は
珍
し
い
程
の
良
い
天
気
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。

繁
茂
す
る
枝
と
の
格
闘

　

今
回
の
実
施
個
所
は
、
今
ま

で
一
度
も
枝
打
ち
な
ど
の
作
業

の
手
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
枝
葉
が
繁
茂
し
、
ど
こ
か

ら
手
を
付
け
て
良
い
か
分
か
ら

な
い
程
の
状
況
で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
日
参
加
し
た

海
の
男
を
は
じ
め
と
す
る
み
な

さ
ん
の
行
動
力
は
す
さ
ま
じ

く
、
の
こ
ぎ
り
を
手
に
黙
々
と

ク
ロ
マ
ツ
の
枝
と
格
闘
を
続

け
、
あ
っ
と
言
う
間
に
林
内
が

ス
ッ
キ
リ
し
ま
し
た
。

森
の
未
来
に
思
い
馳
せ

　

一
時
間
程
の
作
業
で
心
地
よ

い
汗
を
か
い
た
み
な
さ
ん
は
、

来
年
度
に
え
り
も
町
で
予
定
さ

れ
て
い
る
北
海
道
植
樹
祭
に
向

け
た
協
力
を
誓
い
合
う
と
と
も

に
、
大
き
く
育
ち
い
く
え
り
も

の
森
の
未
来
に
思
い
を
馳
せ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、み
な
さ
ん
と
と

も
に
、え
り
も
の
森
を
大
き
く
育

て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
中
家　

流
域
管
理
調
整
官
）

森の中すっきり！ 枝と格闘中

After
Before

みんなで
枝打ち
みんなで
枝打ち えりもの森は超～元気！えりもの森は超～元気！えりもの森は超～元気！

第４回えりもイキイキ森林づくり第４回えりもイキイキ森林づくり
日高南部森林管理署日高南部森林管理署
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署署署署 長長長長
雑雑雑雑 感感感感

網走中部森林管理署
署長　洞 下 健 一

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
か
ら
国
有
林
を
知
っ
て
も
ら
う

地
域
の
方
々
に
認
め
ら
れ
る
た
め
に

　

網
走
中
部
森
林
管
理
署
は
北

見
市
、
置お
け
と戸
町
、
佐さ

ろ

ま
呂
間
町
の

一
市
二
町
に
広
が
る
約
十
一
万

㌶
の
国
有
林
野
を
管
理
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
総
面
積
に
占
め

る
国
有
林
の
割
合
は
五
割
弱
。

し
か
し
、
そ
の
存
在
感
は
と
言

う
と
、
ど
う
も
…
と
い
う
の
が

正
直
な
感
想
で
す
。

　

前
任
地
で
も
そ
う
で
し
た

が
、
森
林
管
理
署
で
の
私
の
一

番
の
役
割
は
、
ま
ず
第
一
に
、

地
元
に
は
国
有
林
と
い
う
森
が

あ
っ
て
、
そ
の
森
は
森
林
管
理

署
と
い
う
と
こ
ろ
が
守
り
育
て

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
。
次
に
、
国
有
林

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
や
働
き

が
あ
っ
て
、
地
域
に
と
っ
て
あ

っ
て
よ
い
も
の
、
ひ
い
て
は
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
い

う
こ
と
を
、
一
人
で
も
二
人
で

も
多
く
の
方
に
ご
理
解
い
た
だ

く
こ
と
、
こ
の
た
め
に
力
を
尽

く
す
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
た
と

き
に
、
や
は
り
一
番
分
か
り
や

す
い
材
料
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
森
、
保
護
林
、
緑
の
回

廊
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

当
署
の
管
内
に
は
、
置
戸
町

に
鹿
の
子
沢
風
景
林
、
佐
呂
間

町
・
北
見
市
に
サ
ロ
マ
湖
畔
自

然
休
養
林
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
森
は
、
新
緑
、
紅
葉
、

巨
樹
、
お
花
畑
、
滝
、
眺
望
と

い
っ
た
魅
力
を
備
え
て
お
り
、

ま
た
、
森
の
働
き
の

最
た
る
も
の
で
あ
る

水
を
育
む
働
き
を
実

感
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
森
を
舞

台
に
し
た
活
動
の
一

例
と
し
て
、
サ
ロ
マ

湖
畔
で
は
、
今
年
、

地
域
の
方
々
と
と
も

に
ハ
マ
ナ
ス
の
枯
枝

を
除
去
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
に
少
し
ず
つ
で
す
が
か
か
わ

っ
て
い
ま
す
。

　

み
な
少
人
数
の
活
動
で
す

が
、
国
有
林
と
い
う
存
在
、
そ

の
魅
力
や
働
き
な
ど
を
地
域
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と

し
て
重
要
だ
と
思
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
何
が
で
き

る
の
か
と
、
日
々
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

鹿の子沢　虹の滝（置戸町）

幌岩山からサロマ湖方面の展望（佐呂間町）

ワッカ原生花園と造成した防風林（北見市）
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十
月
十
六
日
（
木
）、
北
海

道
帯
広
農
業
高
等
学
校
の
森
林

科
学
科
一
年
生
の
み
な
さ
ん
と

植
樹
・
育
樹
体
験
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
当
支
署
の
「
流
域
管

理
推
進
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
と
し
て
、

十
勝
流
域
森

林
・
林
業
活
性

化
協
議
会
と
の

共
催
で
行
っ
た

も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
午

前
中
に
農
業
生

産
法
人
が
運
営

し
、「
混こ
ん
ぱ
ん
ほ
う

播
法
」
と
い
う
色
々

な
樹
種
を
一
つ
の
サ
ー
ク
ル
に

植
え
、
自
然
淘
汰
に
よ
っ
て
自

然
林
を
育
て
上
げ
る
方
法
を
と

っ
て
い
る
清
水
町
の
「
十
勝
千

年
の
森
」で
植
樹
体
験
を
行
い
、

ハ
ル
ニ
レ
の
苗
木
と
林
内
で
拾

っ
た
ク
ル
ミ
を
て
い
ね
い
に
植

え
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
当
支
署
管
内

の
国
有
林
へ
移
動
し
三
十
二
年

生
の
ト
ド
マ
ツ
人
工
林
で
保
育

間
伐
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

職
員
か
ら
作
業
の
説
明
を
受

け
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
倒

作
業
の
実
演
を
見
学
し
た
後
、

早
速
、
手
鋸
に
よ
る
伐
倒
作
業

に
入
り
ま
し
た
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
保
護
メ

ガ
ネ
を
着
用
し
た
生
徒
た

ち
は
、「
伐
倒
方
向
良

し
！
」、「
受
口
良
し
！
」

と
大
き
な
声
で
合
図
し
伐

倒
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。 

（
西
山　

技
術
専
門
官
）

　

十
一
月
一
日
（
土
）、
増
毛

町
新し
ん
の
ぶ
し
ゃ

信
砂
地
区
に
お
い
て
地
域

の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
得
た

「
協
働
の
森
づ
く
り
２
０
０
８
」

を
留
萌
支
庁
と
の
共
催
で
行
い

ま
し
た
。　

　

こ
れ
は
当
署
の
「
に
し
ん
の

森
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一

環
と
し
て
、
北
海
道
が
進
め
る

「
北
の
魚
つ
き
の
森
事
業
」
及

び
「
北
の
大
地
の
森
林
循
環
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
連
携
し
行
っ

た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
や
民
有
林
関
係
機
関
か

ら
七
十
名
が
参
加
し
、
新
信
砂

川
上
流
部
の
国
有
林
と
下
流
部

の
河
畔
林
に
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど

五
百
本
余
り
を
植
樹
し
た
ほ

か
、
中
流
部
の
道
有
林
で
、
ト

ド
マ
ツ
人
工
林
の
枝
打
ち
も
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ネ
イ
チ
ャ―

ゲ―

ム

や
指
導
林
家
の
木
谷
辰
雄
氏
に

よ
る
講
話
も
行
わ
れ
、
民
・
国

連
携
を
続
け
て
い
く
上
で
成
果

の
多
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
高
橋　

流
域
管
理
調
整
官
）

十
勝
西
部
森
林
管
理
署
東
大
雪
支
署

高
校
生
と
植
樹
・
育
樹
活
動

高
校
生
と
植
樹
・
育
樹
活
動

い
き
い
き
流
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

留
萌
南
部
森
林
管
理
署

に
し
ん
の
森
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
し
ん
の
森
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

増
毛
町
で
「
協
働
の
森
づ
く
り
」

みんなで森林を大切に
育ててい

こう！みんなで森林を大切に
育ててい

こう！



　

十
月
三
十
日
（
木
）、
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
㈱
と
石
狩
森
林
管
理

署
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

森
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
企
業

の
社
会
貢
献
活
動
を
目
的
と

し
、
昭
和
の
森
野
幌
自
然
休
養

林
を
対
象
と
す
る
支
援
活
動
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

締
結
式
は
、
同
社
北
海
道
統

括
本
部
（
札
幌
市
）
で
行
わ
れ
、

谷
田
部
統
括
本
部
長
と
瀬
戸
口

石
狩
森
林
管
理
署
長
が
協
定
書

を
交
わ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
度
計
画
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
作
成
の
目
録
の
授
与
も
併

せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

森
の
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
屋
久
島
自
然

休
養
林
、
秋
田
市

仁
別
自
然
休
養
林
で
既
に
協
定

締
結
し
て
お
り
、
野
幌
は
三
個

所
目
と
な
り
ま
す
。

　

調
印
後
、
谷
田
部
本
部
長
は

「
当
社
で
は
企
業
の
社
会
的
責

任
と
し
て
、
森
林
保
全
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
野
幌

自
然
休
養
林
で
の
様
々
な
活
動

を
支
援
し
、
地
域
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
、
ま
た
、

瀬
戸
口
署
長
も
「
行
政
だ
け
で

は
対
応
で
き
な
い
こ
と
も
、
企

業
の
参
画
に
よ
り
可
能
に
な
る

こ
と
も
あ
り
、
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

十
一
月
十
五
日
（
土
）
に

は
、
社
員
と
家
族
二
十
三
名

に
よ
る
森
林
整
備
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
と
し
て
、
ア
カ
エ

ゾ
マ
ツ
人
工
林
で
の
枝
打
ち

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

晩
秋
の
肌
寒
い
中
で
の
作

業
で
し
た
が
、
参
加
者
の
み

な
さ
ん
は
枝
と
格
闘
し
心
地

よ
い
汗
を
か
き
、
作
業
後
の

林
内
を
振
り
返
り
「
す
っ
き

り
し
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

（
藤
本　

業
務
第
一
課
長
）

　

当
署
で
は
裸
地
化
し
た
海
浜

で
植
生
と
森
林
を
再
生
し
、
そ

の
景
観
と
の
調
和
を
図
る
森
林

生
態
系
保
全
対
策
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

十
一
月
十
二
日
（
水
）、
利

尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
の

最
南
端
、
幌
延
町
浜
里
の
国
有

林
に
お
い
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
天

塩
川
を
清
流
に
す
る
会
」
と
森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
て
し

お
森
遊
会
」
の
協
力
で
カ
ミ
ネ

ッ
コ
ン
を
使
っ
た
植
樹
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

現
地
は
、
厳
し
い
気
象
条
件

を
緩
和
す
る
た
め
防
風
柵
を
設

置
し
て
お
り
、
植
栽
木
は
そ
の

中
で
守
ら
れ
な
が
ら
生
長
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
柵
の
ま
わ

り
に
は
周
辺
で
採
取
し
た
ハ
マ

ナ
ス
の
種
子
の
播
種
も
行
い
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
み
な
さ
ん
か
ら
は

「
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」

と
の
声
も
聞
か
れ
、
今
後
も
こ

れ
ら
の
団
体
と
連
携
し
た
取
り

組
み
を
引
き
続
き
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
大
倉　

流
域
管
理
調
整
官
）

�

石
狩
森
林
管
理
署

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
と
レ
ク
森
支
援
協
定

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
と
レ
ク
森
支
援
協
定

社
員
と
家
族
が
野
幌
の
森
整
備
活
動

留
萌
北
部
森
林
管
理
署

海
浜
景
観
の
再
生
に
取
り
組
む 

海
浜
景
観
の
再
生
に
取
り
組
む 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
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上
磯
森
林
事
務
所
は
北
海

道
南
部
、
平
成
十
八
年

に
函
館
湾
に
面
す
る
上
磯
町
と

北
海
道
の
水
田
発
祥
の
地
で
あ

る
大
野
町
と
の
合
併
で
誕
生
し

た
北
斗
市
に
あ
り
、
旧
上
磯
町

と
函
館
市
に
所
在
す
る
国
有
林

の
う
ち
約
五
三
〇
〇
㌶
を
管
理

し
て
い
ま
す
。

基
幹
産
業

は
農
業
・

漁
業
、
そ
し
て

国
内
有
数
の
石

灰
産
地
で
そ
の

大
部
分
が
国
有

林
で
あ
る
峩が
ろ
う朗

鉱
山
か
ら
採
掘

さ
れ
る
石
灰
石

を
原
料
と
す
る

セ
メ
ン
ト
工
業

で
す
。

管
内
の
森
林
は
、
ブ
ナ
な

ど
の
天
然
林
と
ト
ド
マ

ツ
を
主
体
と
す
る
人
工
林
が
占

め
て
い
ま
す
。

　

地
形
は
全
体
的
に
急
峻
で
、

ま
た
川
や
沢
も
多
い
こ
と
か
ら

木
材
の
生
産
が
困
難
な
個
所
が

多
い
流
域
の
た
め
、
国
土
の
保

全
や
水
源
の
か
ん

養
な
ど
の
公
益
的

機
能
の
役
割
を
大

切
に
し
た
森
林
施

業
を
行
っ
て
い
ま

す
。函

館
市
内
に

は
五
稜
郭

公
園
の
南
東
に
五

稜
郭
保
安
林

（
一
・
八
㌶
）
が

あ
り
、
風
致
・
保

健
保
安
林
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
保
安
林

は
安
政
年
間

（
一
八
六
二
年

頃
）
植
栽
の
ア

カ
マ
ツ
や
昭
和

四
十
一
年
に
補

植
し
た
オ
ウ
シ

ュ
ウ
ア
カ
マ

ツ
、
昭
和
八
年

に
植
栽
し
た
ヤ

チ
ダ
モ
等
で
構

成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

林
内
に
は
歩

道
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
天

気
の
よ
い
日
に
は
犬
を
つ
れ
て

散
歩
を
し
て
い
る
方
な
ど
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

例
年
、
町
内
会
等
の
地
域
の

み
な
さ
ん
と
の
ゴ
ミ
拾
い
や
、

草
刈
り
作
業
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
過
去
に
は
子
供
会
に
よ
る

植
樹
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
よ
り
一

層
多
く
の
市
民
に

親
し
ま
れ
る
場
と

な
る
よ
う
地
域
と

共
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

森
林
に
は
こ

れ
か
ら
ま

す
ま
す
多
く
の
期

待
や
役
割
を
求
め

ら
れ
て
く
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の

中
で
山
を
見
て
歩
き
、
そ
の
山

の
将
来
を
考
え
た
施
業
を
判
断

す
る
森
林
官
の
仕
事
に
、
責
任

と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
し
っ
か
り
と
し
た
森

林
づ
く
り
を
行
え
る
よ
う
私
自

身
さ
ら
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Forester

Forester

Forester

Forester

森林官
リレー
森林官
リレー
森林官
リレー
森林官
リレー

上磯森林事務所
●北斗市常磐２丁目７－７
●電話0138－73－0907

日
々
の
仕
事
に
責
任
と
や
り
が
い

上
磯
国
有
林
を
し
っ
か
り
守
り
育
て
る
た
め
に
努
力

　森林官
中嶋　博英

檜山森林管理署
　上磯森林事務所

中嶋　森林官

セメント工業を支える石灰石の宝庫「峩朗鉱山」

長い歴史をもつ五稜郭保安林
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山 最 前 線
災害への耐性の高い安全な流域づくり災害への耐性の高い安全な流域づくり
治

山地の保全・災害復旧などの治山事業を現地で担う
各地の治山事業所からのレポートを紹介します
山地の保全・災害復旧などの治山事業を現地で担う
各地の治山事業所からのレポートを紹介します

羊蹄山の民有林直轄治山事業羊蹄山の民有林直轄治山事業

①土石流被害から農耕地を守る滝の沢低ダム群　②昭和56年の土石流災害　③雪を冠した初冬の羊蹄山

後 志 森 林 管 理 署

尻別川治山事業所

①

②

　

尻
別
川
治
山
事
業
所
は
民
有

林
直
轄
治
山
事
業
の
実
施
を
目

的
に
設
置
さ
れ
た
事
業
所
で

す
。

　

「
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
」

と
は
、
①
事
業
費
の
総
額
が
お

お
む
ね
五
十
億
円
以
上
②
高
度

の
技
術
を
必
要
と
す
る
③
一
つ

の
都
道
府
県
を
超
え
る
、
こ
れ

ら
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か

つ
国
土
の
保
全
上
重
要
な
も
の

で
あ
る
と
き
に
国
が
民
有
林
に

お
い
て
行
う
治
山
事
業
の
こ
と

で
す
。

　

尻
別
川
地
区
民
有
林
直
轄
治

山
事
業
は
、
蝦え

ぞ夷
富
士
と
も
呼

ば
れ
る
後
志
支
庁
管
内
の
羊
蹄

山
（
一
、八
九
八
㍍
）
と
そ
の

山
麓
の
う
ち
、
倶
知
安
町
・
京

極
町
・
喜
茂
別
町
に
ま
た
が
る

約
九
千
㌶
の
道
有
林
と
民
有
地

を
事
業
実
行
エ
リ
ア
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
羊
蹄
山
の
山
麓
は
大
正

時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

開
拓
が
進
み
、
最
盛
期
に
は
標

高
五
〇
〇
㍍
付
近
に
ま
で
入
り

込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
度
重
な

る
土
石
流
災
害
な
ど
に
よ
り
被

害
を
受
け
、
農
家
の
離
散
な
ど

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
北
海
道
で
は
昭
和

三
十
二
年
よ
り
復
旧
工
事
に
着

手
し
事
業
を
進
め
て
い
ま
し
た

が
、そ
の
後
も
災
害
が
相
次
ぎ
、

地
域
住
民
よ
り
大
規
模
な
復
旧

治
山
工
事
へ
の
要
請
が
高
ま
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
昭
和
四
十
七

年
、当
時
の
倶
知
安
営
林
署（
現

後
志
森
林
管
理
署
）
に
尻
別
川

治
山
事
業
所
が
開
設
さ
れ
、
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
工
事
施
工
中
に
土

石
流
に
よ
り
重
機
・
資
材
類
は

も
と
よ
り
、
そ
の
作
業
員
ま
で

も
巻
き
込
む
災
害
が
発
生
す
る

な
ど
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越

え
、
今
年
度
ま
で
の
三
十
七
年

間
で
総
事
業
費
は
約
九
十
億

円
、
治
山
ダ
ム
な
ど
の
渓
間
工

六
二
三
基
、
山
腹
工
約
四
九
㌶

等
を
施
工
し
、
近
年
は
被
害
を

与
え
る
土
石
流
は
発
生
し
て
お

ら
ず
、
災
害
へ
の
耐
性
の
高
い

安
全
な
流
域
づ
く
り
を
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

尻
別
川
地
区
の
民
有
林
直
轄

治
山
事
業
は
、
今
年
度
を
も
っ

て
全
体
計
画
を
終
え
、
北
海
道

へ
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

一
つ
の
危
険
地
区
が
減
り
、

地
域
の
方
々
へ
安
全
・
安
心
を

も
た
ら
し
た
本
事
業
に
携
わ
れ

た
こ
と
に
感
謝
し
、
ま
た
こ
れ

ま
で
関
わ
っ
た
多
く
の
先
人
た

ち
へ
感
謝
し
、
締
め
く
く
り
た

い
と
思
い
ま
す
。　

後志森林管理署

尻別川治山事業所
◦虻田郡倶知安町
　　　　　　　南4条東4丁目
◦電話／0136－22－2575

主任　嶋貫　新二
羊蹄山麓にある尻別川治山事業所（右）

③
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　野幌森林公園（江別市ほか）では 、当ふれあいセンター
が中心となり、平成16年９月の台風による風倒被害跡地を
市民との協働により自然林に再生させる「野幌森林再生プロ
ジェクト」を実施しています。
　10月30日（木）、このプロジェクトの評価を行うフォロー
アップ委員会の現地視察を実施し、３月に森林再生活動地に
悪影響を与えているニセアカシアの母樹21本の伐採個所や
90年前に植栽した広葉樹人工林などを視察しました。
　委員の方からは、天然更新木などにつけているピンクテー
プの意味を知らせる必要性や、生物多様性の維持と一層の外
来種対策、全般的に野幌では間伐が遅れていること、さらに
は、間伐前に希少種などの調査を行うべきであるなどの意見
が出されました。
　また、風倒被害をそのまま保存している個所では、各種モ
ニタリングが実施されており、「放置個所」というネーミン
グは変更すべきとの指摘もありました。
　これらを受けた同委員会による本格的な議論とプロジェク
ト評価は来年３月頃に行う予定です。

　　　　　　　　　　　　　　（豊田　自然再生指導官）

石狩地域

常呂川釧路湿原

駒ヶ岳・大沼

森林環境保全ふれあいセンターは、国有林をフィー
ルドとした自然再生や生物多様性の保全、森林環境
教育などの活動を支援しています。

森林環境保全
ふれあい
センター

森林環境保全
ふれあい
センター

通 信

石狩地域森林環境保全
ふれあいセンター
石狩地域森林環境保全
ふれあいセンター

石狩地域森林環境保全
ふれあいセンター
石狩地域森林環境保全
ふれあいセンター

野幌森林再生プロジェクト
フォローアップ委員会が現地視察
野幌森林再生プロジェクト

フォローアップ委員会が現地視察
野幌森林再生プロジェクト

フォローアップ委員会が現地視察
野幌森林再生プロジェクト

フォローアップ委員会が現地視察
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　10月16日（木）、北見市立上常呂小学校の５年生・６年生
28名が校外学習として今年もオホーツクの森へ元気よく！
やって来ました！
　これは夏と秋、２つの季節の森の様子などを学べるように
時期を変えて実施しているもので、今回は紅葉に彩られた秋
のオホーツクの森「古

いにしえ

の森」で森林観察と湧水の水質検査を
行いました。
　森林観察は３班に分かれ、当ふれあいセンター職員が、森
での危険な動植物、鳥の巣の話、水の大切さ、紅葉のしくみ、
森林の大切さなどを説明しながら案内し、子どもたちは熱心
にメモを取っていました。
　途中、松ヤニをつまようじに付けて水に浮かべて走らせる
実験をし、うまく走り出すと「走った！！」、「なんで～？？」
と歓声が上がったり、いろいろな木々の落ち葉を拾って楽し
みました。
　また、５年生は「古の森」の湧
水の水質調査も行いました。
　試験紙を使った調査では、ここ
の水はきれいな水のようで、ペー
ハーの測定では弱アルカリ性であ
ることが分かりました。
　子どもたちは、森の中を歩きな
がら色々な発見と疑問があったよ
うで、沢山の質問が飛び出し、賑
やかな声が森の中に木霊する、楽
しい１日となりました。

（浅田　自然再生指導官）

常呂川森林環境保全
ふれあいセンター
常呂川森林環境保全
ふれあいセンター
常呂川森林環境保全
ふれあいセンター
常呂川森林環境保全
ふれあいセンター

紅葉のオホーツクの森
みんなで森の観察と水質調査
紅葉のオホーツクの森

みんなで森の観察と水質調査
紅葉のオホーツクの森

みんなで森の観察と水質調査
紅葉のオホーツクの森

みんなで森の観察と水質調査
北見市立上常呂小５・６年生
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十
月
三
十
日
（
木
）、
遠
軽

町
安
国
の
国
有
林
に
お
い
て
、

同
町
立
遠
軽
東
小
学
校
五
年
生

の
総
合
学
習
「
森
林
博
士
に
な

ろ
う
」（
秋
期
編
）
を
行
い
、

当
署
の
職
員
と
「
ま
ち
の
森
林

博
士
」
が
先
生

役
を
務
め
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
子

ど
も
た
ち
に
、

自
然
と
人
間
の

共
生
の
仕
方
や

地
球
環
境
に
対

す
る
興
味
・
関

心
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
な
ど
を
目
的
に
四
季

を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
こ
れ
ま
で
に
森
林
の
観
察

会
を
行
い
、
ま
た
一
月
に
も
冬

期
編
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
秋
期
編
で
は
、
ツ
ル

や
葉
や
木
と
い
っ
た
「
自
然
の

宝
物
」
を
材
料
に
し
た
工
作
体

験
と
し
て
、
葛
の
ツ
ル
を
使
っ

た
リ
ー
ス
、
ヤ
ナ
ギ
と
ヨ
モ
ギ

を
使
っ
た
弓
矢
、
イ
タ
ド
リ
の

茎
と
笹
の
葉
で
笛
作
り
を
行
い

ま
し
た
。　

　

子
ど
も
た
ち
は
、
目
を
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
か
せ
な
が
ら
作
品
を

作
り
、
で
き
上
が
っ
た
弓
を
射

っ
た
り
、
笛
を
鳴
ら

し
て
歓
声
を
上
げ
た

り
、
落
ち
葉
が
積
も

っ
た
溝
で
は
「
落
ち

葉
の
お
風
呂
？
」
を

楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

 （
辻　

森
林
ふ
れ
あ

い
係
長
）

　

十
一
月
十
三
日
（
木
）、

芽
室
町
立
上か
み
び
せ
い

美
生
中
学
校

の
生
徒
九
名
が
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
調
査
し

た｢

環
境
問
題｣

に
つ
い

て
、
さ
ら
に
理
解
を
深
め

る
た
め
に
十
勝
西
部
森
林

管
理
署
へ
取
材
に
訪
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

同
校
が
「
生
徒
自
ら
が
関

心
の
あ
る
問
題
に
つ
い
て

調
べ
、
一
般
社
会
の
人
た

ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
社
会
と
の
協
調
性

を
高
め
る
」
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
生
徒
た
ち
が
用
意
し

て
き
た
質
問
に
一
つ
ず
つ
答

え
、
補
足
説
明
な
ど
を
行
っ
た

あ
と
、
森
林
の
も
つ
公
益
的
機

能
や
、
間
伐
作
業
な
ど
の
必
要

性
に
つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
活
用
し
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
国
有
林
で
実

施
し
て
い
る
森
林
施
業
や
間
伐

の
重
要
性
な
ど
に
理
解
を
深
め

た
様
子
で
し
た
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
森
林

に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
、
環
境
問
題
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
小
野　

森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
）

森
林
博
士
に
な
ろ
う
！

自
然
の
恵
み
を
材
料
に
楽
し
い
工
作

網
走
西
部
森
林
管
理
署

総
合
学
習
で
の
疑
問
を
し
っ
か
り
解
決

中
学
生
が
森
林
づ
く
り
を
取
材

十
勝
西
部
森
林
管
理
署

みんなで楽しい森林教室みんなで楽しい森林教室
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十
月
二
十
三
日
（
木
）、
名

寄
市
立
名
寄
南
小
学
校
の
遊
々

の
森
「
南
小
の
森
」
で
三
年
生

四
十
八
人
と
秋
晴
れ
の
下
、
楽

し
く
森
の
こ
と
を
勉
強
し
ま
し

た
。

　

後
藤
署
長
か
ら
「
森
の
中
へ

入
っ
て
体
験
す
る
こ
と
が
大

切
、
今
日
は
自
然
と
思
い
っ
き

り
触
れ
合
っ
て
下
さ
い
！
」
と

あ
い
さ
つ
の
後
、
ま
ず
は
子
ど

も
た
ち
か
ら
の
質
問
コ
ー
ナ
ー

に
入
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
好
奇
心
い
っ
ぱ
い

に
「
木
は
何
年
ぐ
ら
い
生
き
る

の
？
」、「
木
は
ど
ん
な
場
所
を

好
む
の
？
」、「
苗
木
は
何
年
生

ぐ
ら
い
で
植
付
け
す
る
の
？
」

な
ど
沢
山
の
質
問
が
あ
り
、
一

つ
ず
つ
て
い
ね
い
に
説
明
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
木
々
の
説
明
を
し

な
が
ら
林
内
を
歩
き
ま
し
た

が
、更
な
る
質
問
が
飛
び
だ
し
、

説
明
は
し
っ
か
り
メ
モ
し
て
い

ま
し
た
。

　

最
後
に
「
カ
ミ

ネ
ッ
コ
ン
」
を
使

っ
た
ア
カ
エ
ゾ
マ

ツ
の
植
樹
も
行

い
、
目
印
の
木
杭

に
自
分
の
名
前
や

「
早
く
大
き
く
な

あ
れ
！
」
な
ど
の

思
い
を
記
し
て
い

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
「
今
日
は
と

っ
て
も
楽
し
く
勉
強
で
き
ま
し

た
！
」、「
も
っ
と
、
森
の
こ
と

を
知
り
た
い
！
」
と
秋
の
一
日

を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

帰
り
が
け
に
は
、
思
わ
ず
エ

ゾ
リ
ス
が
ヒ
ョ
ッ
コ
リ
顔
を
出

し
、「
リ
ス
だ
！
」、「（
森
の
中

に
ク
ル
ミ
が
な
か
っ
た
の
は
）

き
っ
と
、
こ
の
リ
ス
が
持
っ
て

行
っ
た
ん
だ
！
」、
最
後
の
最

後
に
も
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

で
き
ま
し
た
。

（
塚
田　

流
域
管
理
調
整
官
）

　10月28日（火）、 根釧西部森林管理署で
は、斜面防災技術を専門とする国土防災技
術北海道㈱技術部の小沼 忠久氏を講師に
招き、山地災害調査業務について、森林官
ら関係職員を対象とした研修を行いまし
た。
　これは、予防治山における山地の見方等
の知識を習得することを目的に実施したも
ので、当日は25名の職員が参加しました。
　今回の研修では、山地が発信する「8つ
の危険信号」（わき水が止まる、川が濁る、
亀裂が走る、落石など）に注目すること、
その信号が何を意味するのかなどについて
学んだほか、当署管内で発生した大規模な
地すべり災害などの具体例や発生時の報告
のポイントなどについても学びました。
　今回の研修の成果を、実際の現場での仕
事に活かしていきたいと思います。
　　　　　　　　　　（村部　治山課長）

番
外
編
OJT山地災害調査研修
森林官も専門分野を勉強

根釧西部森林管理署

も
っ
と
！
も
っ
と
！
森
の
こ
と
知
り
た
い
！

リ
ス
も
出
て
き
た
森
林
教
室

上
川
北
部
森
林
管
理
署
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北
海
道
森
林
管
理
局

で
は
、
国
民
の
皆
様
の

期
待
や
要
望
を
踏
ま
え

名
実
と
と
も
に
開
か
れ

た
国
有
林
、
皆
様
か
ら

信
頼
さ
れ
る
国
有
林
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
皆
様
方

の
ご
意
見
を
国
有
林
の

森
林
づ
く
り
や
行
事
に

役
立
て
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
意
見

等
を
お
聞
か
せ
下
さ

い
。

　

連
絡
先
は
左
の
と
お

り
で
す
。

各地からの便り各地からの便り

　鹿追町・上士幌町・士幌町の３町にまたがる
しかりべつ

然別自
然休養林は、レクリエーションの森リフレッシュ重点
実施地区に指定されており、当支署では昨年度より地
域の関係団体等で構成される同休養林保護管理協議会
が作成した「リフレッシュ方針」に基づき共同で整備
を進めてきました。
　同休養林のなかでも特に白雲山・天望山は山頂から
然別湖や十勝平野を一望でき、比較的手軽に登ること
ができ登山者に人気があることから、今年度は、協議
会メンバーから総勢約50名が参加し両山に至る登山
道、約2,300㍍の笹刈りを行いました。
　参加者のみなさんは、雪が舞う中、鎌を手に持ち、
来シーズンも安全な登山を楽しんでもらえるよう作業
に汗を流しました。　　（赤坂　森林ふれあい係長）

　11月6日（木）、当協議会では、構成員及びアドバ
イザーの出席により協議会会議を石狩森林管理署にお
いて開催しました。
　会議では、今年度、利用者のみなさまから寄せられ
た森林環境整備協力金を活用して製作した樹名板を、
慈
じけいかい

啓会コース沿いとロープウェイ山頂駅周辺に設置し
た事業の報告と同協力金の収受状況の説明、平成21
年度の事業計画と結果の公表方法について提案があり
ました。
　来年度の事業では、樹名板の製作・設置、協力金制
度の趣旨PRと、ガイドマップ作成の検討を予定して
います。
　なお、協力金については、その趣旨がイベント等の
場で広く理解された結果、今年度は例年と比べて大幅
増となりました。
　今後も引き続き、みなさまから寄せられた協力金を
目に見える形にし、協議会の目的に沿った活動を展開
していきたいと考えています。　　　（協議会事務局）

レク森をリフレッシュ！
白雲山・天望山登山道で笹刈り

網走西部森林管理署

協力金で藻岩山の整備

藻岩山地域レクリエーションの森
              環境整備推進協議会


